
団体名： 平和町商工会

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 135.0 ％） （達成度 76.7 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 76.6 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 70.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 ％） （達成度 ％） － － 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

- － 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 96.4 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 47.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 55.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

小規模事業
者・新規創業

予定者

指標
巡回窓口指導延件数

指標
課題解決提案件数

小規模事業者に対して、
巡回・窓口相談を積極的
に行なうことにより経営
改善、経営の安定に努め
た。また各種支援金・補
助金申請手続きのサポー
トを行なった。

実績
数値

23

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

記帳継続指導事業

商工会職員が個人事業主等
を対象に正しい記帳方法の
指導と決算・確定申告の指
導を行ない、適正な税務申
告と経理の自計化や計数管
理による経営力の向上に結
びつける。

　指導日数：３４４日
　指導延回数：６６８回
　対象事業者数：５０事業
所

個人事業主
(小規模事業

者)

指標
記帳指導事業所数

指標

目標
数値

640
実績
数値

864
目標
数値

30

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も小規模事業
者の問題解決に努
め支援していく。

巡回・窓口相談指
導事業

小規模事業者を中心に経営指導員等
の商工会職員が事業所を訪問し、金
融・税務・労務等経営全般について
様々な相談への指導をすることによ
り、経営の改善を図り、健全な企業
を育成するとともに、新規開業・創
業予定者に対する相談窓口を設置
し、経営改善に資する指導を行な
う。

・巡回窓口指導実企業数２８５社
・巡回窓口指導延件数８６４件
・課題解決提案件数　２３件
・経営革新承認件数０件

・非会員指導実企業数９件
・非会員指導延件数１３件

講習会事業

多様化する経営環境に対応
するため、小規模事業者に
とって必要な経営知識の習
得や、時事的な問題につい
ての啓発を図り、事業者の
資質の向上と円滑な事業運
営に資することを目的とす
る。

・個別講習会
　税務講習会　7回４０名
　労務相談所　１回２名
　創業相談所　１回１名
・集団講習会
　４商工会合同開催１回２
名
　  経営講習会３回４０名

小規模事業者

指標
講習会出席者数

インボイス制度や電子
帳簿保存法等の税制改
正が控えているので、
小規模事業者の税務知
識を高めてもらえるよ
う今後も実施してい
く。目標

数値
50

実績
数値

50
目標
数値

実績
数値

小規模事業者に記帳、確
定申告等の税務指導する
ことで、節税対策や事務
負担の軽減に繋げること
ができた。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

若手後継者等育成
事業

商工業者の若手経営者・後
継者を対象に、経営に必要
な知識の習得や資質向上を
図るための講習会を開催
し、地域の活性化を担う
リーダー的人材の育成を目
指すことを目的とする。

セミナーの開催２回１７名
青年部・女性部全国大会へ
の参加　１名
新商品開発支援事業数１３
件

若手経営者
後継者等

(小規模事業
者)

指標
講習会出席者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

小規模事業者の要
望を把握し、実務
的かつ社会情勢に
あわせた質の高い
講習会を実施して
いく。目標

数値
111

実績
数値

85
目標
数値

指標

時代に適した内容で、講
習会を開催することで、
知識や情報を得るいい機
会となった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

地域振興祭事業

各種のお祭り・祭典などを
開催することにより、その
集客力を活かして地域の経
済活動を促進し、地域産業
のＰＲの機会とするととも
に、地域の総合的な振興を
図ることを目的とする。

新型コロナウイルス感染症により一
部事業中止
さくらまつり（中止）
サマーフエスタへいわ（中止）
平和まつり（協賛）は形態変更によ
り青年部女性部のみ協力

地域住民・
小規模事業者

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

引き続き地域資源を活
用した桜グルメ事業を
展開し、若手後継者等
の資質向上を図るとと
もに事業承継支援にも
力を入れていく。

目標
数値

24
実績
数値

17
目標
数値

指標

飲食店、地元の大学生等の協力
により「へいわ桜グルメ」の商
品開発に取り組むことができ
た。またチラシやのぼりを作成
し、観光客や地元住民にＰＲす
ることにより地域資源を発信す
ることに繋がった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

〇

新型コロナ
ウイルス感
染症による
中止等のた
め評価なし目標

数値
140

実績
数値

-
目標
数値

協力者数
指標

-

総
合
評
価実績

数値

福利厚生事業
（各種共済事業）

中小企業の経営・雇用の持
続的な安定を図るため、各
種共済制度を普及し、企業
の健全な育成に資すること
を目的とする。

小規模企業共済　　　９４名
経営セーフティ共済　５名
特定退職金共済　　　１６名
中小企業退職金共済　３０名
さくら共済　　　　１１６名
中小企業共済　　　２０９名
総合共済　　　　　　３８名
中小企業ＰＬ保険　３名

小規模事業者

指標
共済加入者数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

時代に合わせた祭
りとなるよう内容
等を会議で検討し
ていく。サマー
フェスタについて
は開催可否を協議
中。

健康普及事業

中小企業の経営・雇用の持
続的な安定を図るため、従
業員の健康診断を実施し、
企業の健全な育成に資する
ことを目的とする。

７月（延べ３日間）
受診企業数２５事業所
受診者数　１７５名
１月（延べ１日間）
受診企業数　２１事業所
受診者数　４９名

小規模事業者

指標
受診者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も事業者の
ニーズに合った共
済を推進していく
とともに、自己財
源確保に努めてい
く。目標

数値
530

実績
数値

511
目標
数値

指標

事業所の規模や内容にあ
わせた共済を推進するこ
とができた。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会・委員会事業
（労務改善研究部

会）

労務改善研究部会の活動を
通じて、従業員の労務管理
や安全衛生活動等を推進
し、企業の発展に資するこ
とを目的とする。

セミナー参加者数１１名

労務改善研究
部会員

(小規模事業
者)

指標
事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も事業所の業
務軽減と従業員等
の健康管理のた
め、引き続き実施
する。

目標
数値

470
実績
数値

224
目標
数値

指標

商工会が検診バスを手配
することで、従業員が効
率よく健康診断を受ける
体制を作るとともに事業
所の事務負担を減らすこ
とができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

法改正や最低賃
金、助成金などの
情報提供のために
も、引き続き開催
していく。

目標
数値

20
実績
数値

11
目標
数値

指標

労働基準監督署、公共職
業安定所の職員に講師を
依頼することにより、最
新且つより実践的な内容
を取り入れた講習会を行
なうことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 平和町商工会

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 57.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 75.5 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 58.8 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 123.9 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 121.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 上げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 80.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 73.0 ％） （達成度 125.0 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｂ Ｂ 現行どおり 現行どおり

部会・委員会事業
（商工業部会）

商業・工業の部会活動を行
なうことにより、参加企業
の情報取得による経営知識
の向上、発展に資すること
を目的とする。

視察研修会参加者数２３名

商工業部会員
(小規模事業

者)

指標
参加者数

部会・委員会事業
（食品衛生部会）

食品衛生部会の活動を通じ
て、食品衛生知識の普及と
自主管理体制の整備の強化
を図ることを目的とする。

検便　２回
参加者数２７５名
製品検査　２回
参加者数３名
ふきとり検査３回
参加者数９名

食品衛生部会
員

(小規模事業
者)

指標
事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

異業種交流、情報
交換の場として今
後も引き続き開催
していく。

目標
数値

40
実績
数値

23
目標
数値

指標

異業種交流を深め、親
睦、情報交換の促進を図
ることができた。 総

合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

部会・委員会事業
（交通安全部会）

交通安全部会の活動を通じ
て、交通安全意識の高揚を
図り、各企業に交通事故防
止の啓発を積極的に推進
し、企業の発展に資するこ
とを目的とする。

各季節のシートベルト関所
４回　参加者数　４７名

・街頭監視活動
交通安全部会

員
(小規模事業

者)

指標
事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も実施してい
く。

目標
数値

380
実績
数値

287
目標
数値

指標

商工会が検便や各種検査
等を取りまとめること
で、事業所の事務負担を
減らすことができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

税務関係団体指導
事業

（青色申告部会・
法人部会）

青色申告部会・法人部会の
活動を通じて、会員の税務
知識の向上を図り、商工業
の活性化に資することを目
的とする。

・確定申告取りまとめ
　消費税申告２６件
　青色申告１３８件
  白色申告１４件
　給与所得者等申告４５件

青色申告部会
員

・法人部会員
(小規模事業

者)

指標
確定申告取りまとめ件数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

安全運転呼び掛け
のため今後も引き
続き行なってい
く。また状況に応
じて啓発品の配布
も再開していく。目標

数値
80

実績
数値

47
目標
数値

指標

年４回（春夏秋冬）の
シートベルト関所を行な
うことによりドライバー
へ安全運転を呼び掛け交
通安全意識を高めること
ができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

調査・広報事業

商工会の広報誌である「商
工会だより」を発行し、関
連施策をＰＲし、制度の周
知をするための広報活動を
行なう。

商工会だより　年１回発行
発行部数　３３５部
関連施策パンフレットの配
布　　　　　毎月１回程度
配布

小規模事業者

指標
周知数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

今後も正しい申告を推
進するとともにe-Tax
の普及に努めていく。
インボイス制度の開始
により消費税の申告相
談にも幅広く対応して
いく。目標

数値
180

実績
数値

223
目標
数値

指標

確定申告のe-Taxの代理送信を積
極的に行なうことにより、６５
万円の青色申告特別控除の適用
や添付書類の提出を省略し事務
作業の効率化を図るとともに正
しい申告を推進することができ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

労働保険事業

事業者等の委託を受けて、事業者に
代わって労働保険料の申告納付その
他労働保険に関する各種の届出等の
事務処理を行なうことにより、中小
企業主の事務処理の負担を軽減し、
労働保険の適用促進及び労働保険料
の適正な徴収を図ることを目的とす
る。

現在委託事業者数　７３企
業
年度更新手続完了
全期分保険料納付済
随時：労災手続指導　雇用
保険取得喪失手続　離職票
作成

労働保険委託
事業所

(小規模事業
者)

指標

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

地区内の事業実態
を把握し、商工会
のPRと情報提供の
ため、今後も引き
続き発行してい
く。目標

数値
335

実績
数値

335
目標
数値

指標

商工会活動や各種支援金
の周知、また会員企業の
PRを行なうことができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

目標
数値

60
実績
数値

73
目標
数値

委託事業者数
指標

労働保険に伴う事務代行
を行なうことで、小規模
事業者の事務処理の負担
を軽減することができ
た。

総
合
評
価

Ｂ

実績
数値

異業種交流事業

新年に賀詞交歓会を開催
し、企業交流の場を提供
し、各企業の経営基盤の強
化、地域の商工業の発展に
寄与することを目的とす
る。

１月７日開催
参加者数　６４名

小規模事業者

指標
事業参加者数

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

労働保険事務組合
のメリットを周知
し、今後も委託事
業者数の増加に努
めていく。

青年部・女性部事
業

青年部・女性部員間での交
流や社会福祉を通じて地域
との関わりを持つことによ
り、地域社会の発展に寄与
することを目的とする。

・青年部
　役員会等１２回　６０名
“絆”感謝運動協力　６名
へいわまつり協力　７名
・女性部
　役員会等２回　２２名
　イベント参加　２０名
　へいわまつり協力　８名

青年部員・
女性部員

(小規模事業
者)

指標
青年部事業参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

関係機関及び会員
同士の交流の場と
して今後も引き続
き実施していく。

目標
数値

80
実績
数値

64
目標
数値

指標

コロナウイルス感染症対
策のため、規模は縮小し
ているが異業種交流の場
として、企業の情報交
換、経営基盤の強化に繋
げることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

部員間の交流や情
報提供の場として
今後も引き続き実
施していく。

目標
数値

100
実績
数値

73
目標
数値

40

指標
女性部事業参加者数

事業を通じ、部員間の交流や、
地域の活性化に貢献することが
できた。へいわまつりの出店形
態が変更となったため青年部、
女性部ともに出店し、地域を盛
り上げることができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値
50

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 平和町商工会

得られた効果 備考

　２０２２年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 62.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 66.7 ％） （達成度 ％） Ｂ Ｂ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ｂ 現行どおり

地域振興事業
（地域懇談会事

業）

地区別の懇談会（支部懇談
会）を開催し、地域の実態
把握及び地域活性化に向け
た各種事業の取り組み、地
域振興とともに地域商工会
の発展に寄与することを目
的とする。

４月１１日
三宅地区１１名
４月１４日
法立・西光坊横池地区１７
名
４月１３日
下起・六輪地区１９名

小規模事業者

指標
参加者数

地域振興事業
（地域対策活動事

業）

中学生の職場体験学習事業
において、商工会が地元企
業を紹介し、受入企業の取
りまとめを行なう。中学校
と密接な連携を保ち、地域
の活性化に資することを目
的とする。

８月２３日～８月２６日
４日間のうち３日間実施
中学生参加者数　９５名
受入事業所数　３０事業所

小規模事業者

指標
参加企業数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

日数や時間帯につ
いて役員会で検討
し、今後も開催し
ていく。

目標
数値

75
実績
数値

47
目標
数値

指標

会員と職員が直接話し合
うことで、地域の問題
点、商工会への要望等を
把握することができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

新型コロナウイル
ス感染症の拡大防
止に配慮し中学校
と相談しながら今
後も実施してい
く。

〇

目標
数値

45
実績
数値

30
目標
数値

指標

コロナウイルス感染症対
策のため、一部の業種を
除いての実施となった。
中学生と事業所との交流
を図り、職場の活性化、
地域への貢献ができた。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価実績

数値

※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


